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秘鍵大師 立山町岩峅寺宮路佛事会館 

利
鍵
大
師
と
感
染
症
コ
レ
ラ 

 

尾
田 

武
雄 

 

富
山
県
東
部
に
は
立
山
連
峰
が
広
が
り
、
山
麓
に
は
芦
峅
寺
や
岩
峅
寺
が
あ
り
山
岳
信

仰
の
拠
点
で
あ
る
宿
坊
を
兼
ね
た
宗
教
施
設
が
あ
っ
た
。
立
山
は
女
人
禁
制
で
あ
っ
た
が
、

江
戸
時
代
ま
で
は
入
山
を
許
さ
れ
な
い
女
性
の
た
め
に
布
橋
勧
請
会
が
行
わ
れ
、
立
山
に

は
浄
土
と
地
獄
が
体
現
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
。
明
治
期
に
廃
仏
毀
釈
で
瓦
解
し
た
が
、

信
仰
は
息
づ
い
て
い
る
。
立
山
町
岩
峅
寺
の
宮
路
佛
事
会
館
脇
に
、
剣
を
持
っ
た
弘
法
大

師
坐
像
が
あ
る
。
円
盤
型
で
浮
彫
で
あ
り
銘
に
「
嘉
永
二
年
四
月
」「
施
主
佐
伯
藤
右
エ
門
」

と
あ
る
。
弘
法
大
師
は
右
手
首
を
内
に
捻
り
な
が
ら
胸
前
で
五
鈷
杵
を
構
え
、
左
手
を
膝

の
上
に
の
せ
て
数
珠
を
と
る
形
が
多
い
が
、
右
手
に
宝
剣
を
持
ち
、
左
手
に
数
珠
を
持
つ

姿
で
あ
る
。
宝
剣
は
文
殊
菩
薩
の
利
剣
と
さ
れ
、
嵯
峨
天
皇
の
代
に
悪
疫
が
流
行
し
、
大

師
が
天
皇
に
「
般
若
心
経
秘
鍵
」
を
奏
上
さ
れ
、
衆
生
の
た
め
に
剣
を
以
て
諸
々
の
災
難

や
疫
病
を
鎮
め
ら
れ
た
お
姿
で
あ
り
、
厄
除
け
秘
鍵
大
師
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
全
国
的

に
も
石
仏
の
作
例
は
少
な
く
、
宮
路
の
道
端
に
あ
り
台
座
に
「
三
界
萬
霊
」
と
あ
り
浮
彫

の
像
に
は
「
大
善
院
二
代
目
阿
□
□
□
之
」
「
□
□
年
一
月
」
「
明
治
廿
一
年
二
月
九
日
施

主
宗
右
エ
門
」
と
あ
る
。 

 

石
仏
の
造
像
の
意
図
は
、
死
者
供
養
が
最
も
多
く
、
次
い
で
境
界
観
に
よ
る
村
境
、
辻

な
ど
に
よ
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
悪
霊
や
疫
病
を
遮
る
賽
の
神
を
安
置
す
る
こ
と
も
あ
る
。

た
と
え
ば
南
砺
市
井
波
に
は
村
境
に
火
炎
を
背
負
い
、
右
手
に
羂
索
を
持
ち
、
左
手
に
宝

輪
を
持
つ
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
を
無
量
力
吼
菩
薩
が
あ
る
。
小
さ
い
祠
の
コ
レ
ラ
堂
に

安
置
さ
れ
、
コ
レ
ラ
を
防
ぐ
た
め
の
で
あ
る
。
死
者
供
養
や
境
界
観
に
よ
る
も
の
は
、
地

蔵
、
聖
観
音
、
如
意
輪
観
音
な
ど
の
菩
薩
が
多
々
見
ら
れ
る
が
、
秘
鍵
大
師
石
仏
の
場
合
、

疫
病
な
ど
を
遮
る
意
図
で
造
像
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

安
田
良
栄
著
「
江
戸
末
・
明
治
時
代
の
コ
レ
ラ
禍
に
つ
い
て
」『
北
陸
医
史
』
第
二
四
巻

第
一
号
（
平
成
一
五
年
発
刊
）
に
よ
る
と
、
安
政
五
年
、
明
治
十
二
年
、
十
九
年
、
二
十

八
年
に
大
流
行
し
、
死
者
を
出
す
と
と
も
に
、
社
会
に
様
々
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
と

さ
れ
、
宮
路
の
道
端
に
あ
る
秘
鍵
大
師
石
仏
な
ど
は
、
時
期
的
に
合
致
す
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。 
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身
近
な
准
胝
観
音 

 

平
井 

一
雄 

 

准
胝
観
音
は
梵
名(

チ
ュ
ン
デ
ィ
ー)

の
写
音
、
准
胝
仏
母
、
七
俱
胝
仏
母
と
も
呼
ば
れ

て
い
る
。
真
言
系
で
は
六
観
音
に
加
え
ら
れ
る
が
天
台
系
で
は
除
か
れ
て
不
空
羂
索
観
音

に
代
わ
る
。
両
方
加
え
て
七
観
音
と
も
さ
れ
る
。
准
胝
と
は
訳
し
て
「
清
浄
」
と
い
い
、

こ
の
菩
薩
の
心
性
の
清
浄
を
現
す
。
仏
母
は
蓮
華
部
諸
尊
能
生
の
母
の
義
、
俱
胝
は
千
万

ま
た
は
百
億
に
当
る
。
即
ち
七
百
億
諸
仏
菩
薩
の
母
と
い
う
尊
名
を
持
つ
観
音
と
さ
れ
る
。

こ
の
観
音
は
、
主
と
し
て
人
間
界
に
交
わ
り
一
切
衆
生
の
惑
業
を
破
り
、
延
命
、
除
災
、

子
授
け
の
諸
願
を
叶
え
る
。 

通
例
、
十
八
臂
像
の
印
相
と
持
物
は
、
胸
前
の
二
手
が
説
法
印
、
右
の
二
手
以
下
は
施

無
畏
印
・
剣
・
数
珠
・
微
若
布
羅
迦
果
（
び
や
く
ふ
ら
か
か
）・
手
斧
・
手
鉤
・ 

跋
折
羅

（
ば
さ
ら
）・
宝
髷
（
ほ
う
ま
ん
）・
、
左
の
第
二
手
以
下
は
如
意
宝
幢(

に
ょ
い
ほ
う
ど
う)

・

開
蓮
華
・
水
瓶
・
羂
索
・
輪
・
螺
貝
・
手
賢
瓶
・
経
篋(
き
ょ
う
き
ょ
う)

を
取
る
。 

こ
の
菩
薩
の
座
す
と
こ
ろ
に
は
、
一
大
宝
池
あ
り
、
そ
の
水
中
に
よ
り
抜
き
出
で
た
紅

蓮
華
上
に
座
し
、
難
陀(

な
ん
だ)

、
跋
難
陀(

ば
つ
な
ん
だ)

の
二
大
龍
王
あ
り
、
常
に
蓮

華
を
受
け
る
。 

西
国
三
十
三
所
観
音
第
十
一
番
「
上
醍
醐
寺
」
と
秩
父
三
十
四
所
観
音
第
五
番
「
長
興

寺
」
の
本
尊
が
准
胝
観
音
で
あ
る
。
各
地
に
見
ら
れ
る
写
し
観
音
霊
場
に
は
第
十
一
番
准

胝
観
音
石
仏
が
見
ら
れ
る
が
独
尊
の
作
仏
は
少
な
い
と
い
う
。 

私
の
居
住
す
る
富
山
県
富
山
市
笹
津
か
ら
近
い
富
山
市
月
岡
地
区
、
旧
大
沢
野
町
、
旧

大
山
町
、
立
山
町
に
見
ら
れ
る
独
尊
の
石
仏
を
紹
介
す
る
。 

①
富
山
市
月
岡
地
区
中
布
目 

西
光
寺
墓
地
の
准
胝
観
音
石
仏 

Ａ
家
墓
地
、
総
墓
の
右
隣
、
像
高
約
70

cm
の
准
胝
観
音
石
仏
が
座
す
。 

十
二
臂
で
説
法
印
・
施
無
畏
印
を
持
つ
。
銘
文
は
像
上
に
右
書
き
で
「
第
一
」
と
刻
さ

れ
て
い
る
。
西
国
三
十
三
所
観
音
第
十
一
番
「
上
醍
醐
寺
」
と
秩
父
三
十
四
所
観
音
第
五

番
「
長
興
寺
」
の
本
尊
が
准
胝
観
音
で
あ
り
、「
第
一
」
の
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。 

②
旧
大
沢
野
町
八
木
山
の
准
胝
観
音 

禅
定
寺
前
に
弘
法
大
師
石
仏
祠
堂
と
並
ん
で
い
る
。 

慶
応
三
丁
卯
年
七
月
建
之 

惣
若
連
中
世
話
人 

石
工 

善
名
村
六
三
良 

五
仏
宝
冠
、
十
臂
、
合
掌
印
。
蓮
華
上
に
座
し
、
難
陀
龍
王
・
跋
難
陀
龍
王
が
蓮
台
に

手
を
添
え
て
い
る
。 

③
旧
大
山
町
上
滝
の
准
胝
観
音 

「
橋
渡
し
観
音
」
と
呼
ば
れ
常
願
寺
川
の
渡
し
場
に
あ
っ
た
と
い
う
。 

文
政
十
一
戊
子
稔 

二
月
吉
■ 

三
界
萬
霊 

若
連
中 

世
話
人 

■
兵
衛 

五
仏
宝
冠
、
十
臂
、
合
掌
印
。
蓮
華
上
に
座
し
、
難
陀
龍
王
・
跋
難
陀
龍
王
が
蓮
華
に

手
を
添
え
て
い
る
。 

④
立
山
町
岩
峅
寺
墓
地
の
准
胝
観
音 

五
仏
宝
冠
で
八
臂
の
合
掌
印
如
意
宝
幢
が
高
く
目
だ
つ
。 

⑤
立
山
町
金
剛
新 

渡
辺
家
の
屋
敷
仏 

化
仏
宝
冠
で
四
臂
、
説
法
印
・
施
無
畏
印 

各
地
に
准
胝
観
音
石
仏
が
散
在
に
し
て
い
る
が
千
手
観
音
と
混
同
さ
れ
て
い
る
場
合
が

あ
る
。
私
は
如
意
宝
幢
と
い
う
、
な
び
い
て
い
る
旗
の
よ
う
な
持
物
を
目
印
に
し
て
い
る
。

千
手
観
音
は
金
剛
杵
を
持
っ
て
い
る
の
で
違
い
が
判
る
場
合
が
あ
る
。 

明
治
増
補
諸
宗
佛
像
圖
彙
よ
り 
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①富山市月岡地区中布目西光寺墓地 ②旧大沢野町八木山 禅定寺前 

③旧大山町上滝 

④立山町岩峅寺墓地 ⑤立山町金剛新 渡辺家 
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与河八幡神社境内の弟橘媛 

地蔵院境内の橘大明神石祠 

橘大明神石祠の奥壁に彫られた三体の本地仏 

橘
大
明
神(

弟
橘
媛)

 

 

滝
本 

や
す
し 

 

橘
大
明
神
は
、
千
葉
県
茂
原
市
に
あ
る
上
総
國
二
宮
の
橘
樹
神
社
の
旧
称
で
、
日
本
武

尊(

倭
健
命)

妃
の
弟
橘
媛(

弟
橘
比
売
命)

を
主
祭
神
と
し
、
日
本
武
尊
と
弟
橘
媛
の
父
の

忍
山
宿
禰
が
相
殿
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。 

弟
橘
媛
は
、
日
本
武
尊
の
東
征
の
際
に
荒
海
に
身
を
投
じ
て
日
本
武
尊
を
救
っ
た
と
さ

れ
る
。
千
葉
県
に
は
弟
橘
媛
を
祀
る
神
社
が
多
い
。
ま
た
日
本
武
尊
を
主
祭
神
と
す
る
神

社
に
、
弟
橘
媛
が
相
殿
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。 

福
井
県
坂
井
市
丸
岡
町
与
河
の
八
幡
神
社
境
内
に
、
笏
谷
石
製
の
仏
像
や
神
像
が
並
ん

で
い
る
。
こ
れ
ら
は
六
十
六
部
の
石
仏
の
一
部
で
、
大
半
は
篠
岡
の
笠
間
神
社
境
内
に
集

め
ら
れ
て
い
る
が
、
近
隣
の
寺
社
や
路
傍
に
も
点
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

 

石
像
群
の
右
か
ら
二
番
目
に
置
か
れ
て
い
る
女
神
座
像
は
、
光
背
に
「
上
総
／
二
宮
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
、
橘
樹
神
社
主
祭
神
の
弟
橘
媛
で
あ
る
。
右
手
に
払
子
を
持
っ
て

い
る
が
、
左
手
は
途
中
で
欠
落
し
て
お
り
、
持
物
が
不
明
で
あ
る
。
六
十
六
部
の
石
仏
の

い
く
つ
か
に
正
徳
三
年(

一
七
一
三)

銘
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
石
像
も
同
時
に
作
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

 

福
井
県
福
井
市
安
原
町
の
曹
洞
宗
金
剛
山
地
蔵
院
の
境
内
に
、
笏
谷
石
製
の
石
祠
が
建

て
ら
れ
て
い
る
。
地
蔵
院
は
、
延
喜
十
二
年(

九
一
二)

頃
に
槇
山
の
山
中
に
お
い
て
三
社

神
社
と
共
に
創
建
さ
れ
た
。
天
正
十
二
年(

一
五
八
四)

に
長
谷
川
藤
五
郎
秀
一
が
東
郷
城

主
と
な
り
、
現
在
地
へ
移
転
し
た
。
当
初
は
真
言
宗
で
那
蘭
陀
尼
寺
と
称
し
て
い
た
が
、

江
戸
時
代
に
な
り
曹
洞
宗
に
改
宗
し
地
蔵
院
と
称
し
た
。
本
尊
は
酒
解
子
神(

木
花
開
耶

姫)

の
本
地
仏
の
十
一
面
観
音
で
、
子
安
観
音
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
三
社
神
社
に
は
、

京
都
梅
宮
大
社
の
他
の
三
柱
で
あ
る
酒
解
神
、
大
若
子
神
、
小
若
子
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

石
祠
は
総
高
107

cm
で
、
河
濯
堂
の
左
手
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
正
面
に
日
月
の
窓
が
開

け
ら
れ
て
お
り
、
「
橘
大
明
神
／
元
和
九
年(

一
六
二
三)

癸
亥
五
月
吉
日
／
…
施
主
…
…
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
奥
壁
内
面
に
は
左
か
ら
聖
観
音
、
十
一
面
観
音
、
不
動
明
王(

い
ず
れ

も
座
像)

が
浮
彫
り
さ
れ
て
い
る
。
奥
壁
に
彫
ら
れ
て
い
る
三
体
の
仏
像
は
、
中
央
の
十
一

面
観
音
が
弟
橘
媛
の
本
地
仏
、
右
の
不
動
明
王
が
日
本
武
尊
の
本
地
仏
、
左
の
聖
観
音
が

忍
山
宿
禰
の
本
地
仏
で
あ
る
。 
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図
①
「
仏
像
画
像
集
」 

 
 

図
②
「
伊
勢
西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼
」 

と
も
に
ネ
ッ
ト
よ
り 

写
真
① 

旧
大
山
町
日
尾 

萬
泉
寺
跡 

廿
一
番 

写
真
② 

八
尾
町
深
谷 

祇
樹
寺 

七
番 

写
真
③ 

旧
細
入
村
片
掛 

大
淵
寺
門
前 

六
番 

写
真
④ 

婦
中
町
長
沢 

各
願
寺
六
角
堂
周
囲 

「
西
国
三
十
三
所
写
し
」
の
三
面
の
不
空
羂
索
観
音 

 

松
井 

兵
英 

 

平
井
一
雄
会
長
は
先
の
六
一
号
で
村
の
墓
地
な
ど
に
単
独
で
置
か
れ
た
近
年
作
の
「
第

十
番
三
室
戸
寺
『
梵
篋
印
二
臂
』
千
手
観
音
写
し
」
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
私
は

身
近
な
「
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
写
し
」
の
石
仏
を
巡
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
最
初

か
ら
？ 

ま
た
は
再
配
置
や
移
設
な
ど
で
順
序
や
台
座
の
番
号
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
わ
か
り
に
く
い
像
に
出
会
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

「
第
九
番 

興
福
寺
南
円
堂 

不
空
羂
索
観
音
写
し
」
に
つ
い
て 

不
空
羂
索
観
音
は
藤
原
氏
が
独
占
的
に
信
仰
し
た
の
で
一
般
に
は
広
ま
ら
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
私
の
よ
う
な
初
心
者
に
は
、
准
胝
観
音
と
も
見
分
け
が
つ
き
に
く
い
の
で
す
が
、

左
手
の
一
つ
に
「
羂
索
」
を
持
つ
の
が
特
徴
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
「
鹿
革
の
衣
」
と
あ

り
ま
す
の
で
図
①
、
②
の
腹
部
に
あ
る
の
は
鹿
の
顔
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

石
仏
で
は
細
か
い
印
相
や
持
物
を
表
現
し
に
く
い
た
め
か
、
三
面
の
も
の
が
あ
っ
て
馬

頭
観
音
と
混
同
し
ま
す
が
、
不
空
羂
索
観
音
は
額
に
「
馬
の
顔
」
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
「
羂
索
」
が
見
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ネ
ッ
ト
上
の
「
伊
勢
西
国
三
十

三
所
観
音
巡
礼
」
に
は
三
面
の
不
空
羂
索
観
音
の
図
②
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
h
t
t
p
:/
/
b
lo
g
.
li
v
e
do
o
r
.jp

/
i
s
e
ka
n
n
on
/
a
rc
h
i
ve
s
/
727

4
3
4
.
html

を
参
照
。 

 

 

ネ
ッ
ト
上
に
は
「
大
庵
寺
跡
石
仏
」（
奈
良
県
生
駒
市
高
山
町
、
江
戸
時
代
）
と
し
て
「
地

元
で
は
馬
頭
観
音
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
三
面
八
臂
の
不
空
羂
索
観
音
像
で
作
例
の
少
な

い
珍
し
い
作
品
」
と
あ
り
、
④
と
よ
く
似
た
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
http://kawai24.sakura.ne.jp/nara-ikoma-daianjiato.html

を
参
照
。 

 

合
併
後
の
富
山
市
内
で
も
三
面
の
不
空
羂
索
観
音
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

①
萬
泉
寺
跡
（
江
戸
時
代
）
は
『
と
や
ま
民
俗 

日
尾
民
俗
誌
』
に
は
、
馬
頭
観
音
が
二
体

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
廿
一
番
は
不
空
羂
索
観
音
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

②
祇
樹
寺
（
文
化
五
年
）
は
萬
泉
寺
跡
と
よ
く
似
て
お
り
、
富
山
市
埋
文
セ
ン
タ
ー
元
所

長
・
古
川
知
明
先
生
は
、
と
も
に
中
川
甚
右
衛
門
作
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
祇
樹
寺
の

ほ
う
が
や
や
粗
く
、
萬
泉
寺
跡
の
美
し
さ
に
及
ば
な
い
気
が
し
ま
す
。 

③
大
淵
寺
門
前
の
も
の
は
、
細
入
に
二
組
あ
る
う
ち
の
一
組
で
、『
細
入
村
史
』
で
は
江
戸

時
代
中
頃
？ 

と
さ
れ
て
い
て
、
風
化
具
合
が
ほ
ど
よ
く
優
し
い
感
じ
で
す
。 

④
は
各
願
寺
の
上
段
の
六
角
堂
周
囲
に
あ
り
、
説
明
に
は
「
日
露
戦
役
で
戦
死
し
た
兵
達

を
弔
う
た
め
に
門
信
徒
が
寄
進
」
と
あ
り
ま
す
。 

   

http://blog.livedoor.jp/isekannon/archives/727434.html
http://kawai24.sakura.ne.jp/nara-ikoma-daianjiato.html
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新湊東町の神明宮の狛犬 

義賢名号碑 

新
湊
を
散
策 

 

尾
田 

武
雄 

 

富
山
県
射
水
市
の
新
湊
に
あ
る
放
生
津
八
幡
宮
の
築
山
行
事
（
富
山
県
指
定
民
俗
文
化

財
）
を
拝
見
す
る
機
会
に
、
新
湊
界
隈
を
歩
い
て
石
造
物
な
ど
も
見
て
歩
い
た
。 

三
ケ
新
に
は
手
首
で
方
向
を
示
す
元
禄
袖
の
道
標
が
珍
し
い
と
思
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

ス
タ
イ
ル
は
関
西
に
多
く
見
慣
れ
る
も
の
で
、
北
陸
で
は
管
見
で
あ
る
が
こ
こ
だ
け
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
石
材
も
瀬
戸
内
産
の
花
崗
岩
で
あ
り
、
移
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

正
面
に
「
越
後
出
羽
道
」
側
面
に
「
右
能
登 

左
京 

氷
見 

古
府 

伏
木 

金
沢 

高

岡
」「
茲
安
政
六
年
巳
未
五
月 

往
来
安
全
」
と
あ
る
。
四
つ
に
分
か
れ
破
損
し
て
い
る
の

が
残
念
で
あ
る
。 

 

ま
た
三
ケ
新
の
白
山
社
の
狛
犬
は
文
久
二
年
の
、

鳥
居
は
天
保
十
四
年
の
銘
が
あ
り
花
崗
岩
製
で
あ

る
。
東
町
の
神
明
宮
の
狛
犬
は
嘉
永
四
年
の
銘
が
あ

る
。
砺
波
市
内
に
は
約
百
五
十
対
の
狛
犬
が
い
る
が

在
銘
年
の
入
る
古
い
も
の
は
明
治
二
十
九
年
で
あ

り
、
新
湊
の
北
前
船
な
ど
の
交
易
が
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。 

自
分
の
命
と
ひ
き
か
え
に
、
地
域
の
窮
状
を
救
っ

た
「
漁
民
義
人
塚
」
の
脇
に
は
、
独
特
の
書
体
で
書

か
れ
た
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
名
号
碑
が
あ
り
、
義

賢
行
者
の
も
の
で
あ
り
、
新
湊
は
あ
る
意
味
に
お
い

て
石
造
物
の
宝
庫
で
あ
る
。 

    

            

                

新湊三ケの道標 

令和  

 


